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（Dewald, Meijer, Oort, Kerkhof, and Bögels, 2010）。また、その傾向はわ
が国と比較的共通点が多いと思われるアジア各国や（Li, Arguelles, Jiang, 
Chen, Jin, Yan, Tian, Hong, Qian, Zhang, Wang, and Shen, 2013；Rhie, 







（Lazaratou, Dikeos, Anagnostopoulos, Sbokou, and Soldatos, 2005）、非行（risk-
114
taking behavior）（O’Brian and Mindell, 2005）、飽きっぽさ（difficulty con-
centrating）（Pagel, Forister, and Kwiatkowki, 2007）、学校への適応（school 




towards self and others）（Drake, Nickel, Burduvali, Roth, Jefferson and 



















Loessl, Valerius, Kopasz, Hornyak, Riemann, and Voderholzer （2008） 
睡眠と大学生活
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に関しても、米国のカレッジ生（Eliasson, Lettieri, and Eliasson, 2010；
Gaultney, 2010；Trockel, Barnes, and Egget, 2000）や、医学系学部の学
生（BaHammam, Alaseem, Alzakr, and Almeneessier, 2012；光井・上田，














































科の 1 から 3 年生を対象に 2017 年度に行った質問票調査で得られたデー
タと、大学側が保有している成績データを組み合わせたものである。質問
票調査は 2018 年 1 月 9 日（火）から 1 月 19 日（金）にかけてインター
ネットを通じて実施し、317 名から回答を得た。回答者の内訳は、1 年生
男子 64 名、1 年生女子 76 名、2 年生男子 42 名、2 年生女子 75 名、3 年生
男子 24 名、3 年生女子 36 名であった。







との指摘がなされてきており（Dewald et al., 2010；Meijer and van den 
Wittenboer, 2004；Hofman and Steenhof, 1997）、例えば Buysee, Reynolds 
Ⅲ, Monk, Berman, and Kupfer （1989） によって提示された Pittsburgh 
























この 9 項目モデルで確認的因子分析を行った結果を示したものが図 1 で
ある。モデル適合度に関して、CMIN ＝ 73.357、GIF ＝ 0.952、AGFI ＝
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睡眠の位相　3 項目平均 2.78 1.652 0.641




眠れないことに不安を感じる 2.41 1.652 0.618

































3 と 5 に関しては数の上ではやや特殊なスタイルであることがわかる。
位相関連 a） 質関連 b） 量関連 c）
クラスター N % 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
1 80 25.2 3.313 0.745 1.717 0.677 5.050 0.610
2 86 27.1 1.612 0.490 2.050 0.949 5.058 0.800
3 40 12.6 3.450 0.856 3.575 0.781 3.867 0.972
4 85 26.8 3.580 0.987 1.443 0.528 2.435 0.947
5 26 8.2 1.321 0.383 1.410 0.591 2.218 0.581


































































クラスター 男子 女子 1 年 2 年 3 年
1 31（38.8%） 49（61.3%） 35（43.8％） 29（36.3％） 16（20.0％）
2 33（38.4%） 53（61.6%） 43（50.0％） 30（34.9％） 13（15.1％）
3 25（62.5%） 15（37.5%） 17（42.5％） 16（40.0％） 7（17.5％）
4 30（35.3%） 55（64.7%） 34（40.0％） 34（40.0％） 17（20.0％）
5 11（42.3%） 15（59.0%） 18（69.2％） 8（30.8％） 0　（0.0％）












一般的である（BaHamman et al., 2012；Gaultney, 2010；Pagnin, et al., 
2014；Trockel et al., 2000）。そのために、本研究でも学修成果の尺度とし
て GPA を用いている。
筆者らが所属する大学の成績評価は、S、A、B、C、D の 5 段階で行われ、
D が不合格となっている。本学における GPA は S を 4 点、A を 3 点、B

















そこで本研究では、Reeve and Tseng （2011） で提示された、学校に対
するエンゲージメント（school engagement）を測定する質問項目を基
に、個々の学生の授業への取り組み方も測定した。













た 4 項目を抜粋して使用した。また、行動的エンゲージメントに関する 5
項目についても、同様の理由から「先生が新しい話題について初めて話す
とき、注意深く聞くようにしている」の 1 項目を不採用としている。



























認知的エンゲージメント　4 項目平均 4.42 1.053 0.822
表 4　「授業への取り組み方」の記述統計
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行動的エンゲージメント授業中、私は教員の話をよく聞いている 4.75 1.311 0.791







行動的エンゲージメント　4 項目平均 4.73 0.979 0.789
情動的エンゲージメント
授業で新しいことを学ぶことは楽しい 5.18 1.294 0.712
授業に出席しているとき、気分が良い 3.99 1.324 0.825



































研究では Baker and Siryk （1989） が開発した The Student Adaptation to 
College Questionnaire（SACQ）を基に「大学への適応」の程度を測定す
る質問項目を作成し、他の項目と同様に調査を行うこととした。
オリジナルの SACQ は全 67 の質問項目から構成されているが、本
研究では質問票の紙幅の都合から、その中の学問的環境（Academic 
Environment） に 対 す る 適 応（ 以 下： 環 境 的 適 応 ） の 5 項 目、 動 機
（Motivation）に関する適応（以下：動機的適応）の 6 項目、他者（Other 
People）に対する適応（以下：社会的適応）の 5 項目を採用した。「他者





















カリキュラム内の多様性に満足している 3.79 1.263 0.802
カリキュラムに満足している 3.75 1.285 0.756




教員たちに満足している 4.46 1.218 0.821
環境的適応　5 項目平均 4.01 0.985 0.825
動機的適応
勉学を楽しんでいる 4.15 1.363 0.795
勉学の目的が明確である 4.20 1.487 0.664
大学で学ぶ理由が明確である 4.11 1.467 0.676

























頻繁に生じる、疲労感やシニシズムのことを示す概念として Maslach and 
Jackson（1981）の中で明示され、近年生徒や学生に対する分析において






足である（Pagnin, Queiroz, Carvalho, Dutra, Amaral and Queiroz, 2014；





































勉強に心底うんざりしている 3.61 1.564 0.684




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































への時間の配分比率が他のクラスターと比較して 5 から 10 ポイント程度
136
多くなっており、クラスター 2（位相：やや不安定、質：平均的、量：非
常に少ない）、クラスター 3、クラスター 4 とはそれぞれ 10％、5％、1％
水準で統計的な有意差が見られた。








































	 平均値の差の検定で 1％有意（Tukey-Kramer の多重比較法）
	 平均値の差の検定で 5％有意（Tukey-Kramer の多重比較法）
	 平均値の差の検定で 10％有意（Tukey-Kramer の多重比較法）
・学修成果（GPA）






































	 平均値の差の検定で 1％有意（Tukey-Kramer の多重比較法）
	 平均値の差の検定で 5％有意（Tukey-Kramer の多重比較法）

























的、量：非常に少ない）との間で 5％水準、クラスター 2 との間で 1％水
準、クラスター 5（位相：不安定、質：やや高い、量：非常に多い）との
間で、10％水準で存在していた。
クラスター 1 クラスター 2 クラスター 3 クラスター 4 クラスター 5




















































	 平均値の差の検定で 1％有意（Tukey-Kramer の多重比較法）
	 平均値の差の検定で 5％有意（Tukey-Kramer の多重比較法）


















スター 2 の間で 1％水準の有意差が見られた。また、この項目に関するク





り、クラスター 1 やクラスター 2 との間で 5％水準で、またクラスター 3
（位相：やや安定、質：非常に低い、量：平均的）との間で 1％水準で有
意差が存在している。





































	 平均値の差の検定で 1％有意（Tukey-Kramer の多重比較法）
	 平均値の差の検定で 5％有意（Tukey-Kramer の多重比較法）











た、シニシズムに関しても同じくクラスター 1 から 3 と、クラスター 4 の
間に 1％水準の有意差が存在していた。それに対して、職務効用感につい
ては各クラスター間で少なくとも統計的な有意差は見られなかった。





































	 平均値の差の検定で 1％有意（Tukey-Kramer の多重比較法）
	 平均値の差の検定で 5％有意（Tukey-Kramer の多重比較法）
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